
発行　２０11年（平成２３年）　４月　　

平成２２年定期改選杉二小同窓会役員(敬称略）
会長 副会長
　 松田輝雄(S27) 岩田和保(S21)、高橋清(S23)
理事長 副理事長
　 桐村則子（S34) 本田澄子（S25)
常任理事
　 蕪山美津子(S21)、高村靖夫（S25：会計）、守矢和人(S25)

南秀郎(S27)、藤井眞人（S30：法務）、渡辺愛子（S37：会計）
理事

石原叙司（S12)、櫻井英夫(S12)、寺山宜弘（S15)、武井寿男（S18)
　　　眞鍋孝子（S18)、柿沼清（S19)、北林迪男(S21)、清水恵一郎(S21)
　　　眞栄田兼義（S22)、八ッ藤恒夫(S23)、田中幸子(S23)、上原敏子(S24)
　　　坂井幸子(S24)、佐々木新(S24)、稲束原樹(S25)、近藤正彦(S25)
　　　勝村克子(S26)、塩澤克彦(S26)、青木修三(S28)、當摩龍司(S28)
　　　西崎泰(S29)、木代和民(S29)、池田威夫(S29)、辻毅(S29)
　　　長岡三郎(S32)、高田直代(S33)、水上洋子(S33)、牛田和宣(S34：名簿)
　　　高橋恒一(S35)、仲尾美智子(S35)、鎌田栄一(S36)、渡邊圭子(S36)

川畑辰巳(S39)、歌原俊朗(S40)、小島けい子(S40)、佐々木敬昌(S41) 1
　　　飯森俊善(S49)、粕谷賢(S49)
監事

今井春乃（S24)、萩野釭一(S34)
顧問

 本橋保正(S8)
注：顧問就任の前会長犬丸直様（S11)は2010年6月27日ご逝去されました。
　　本会への多大なご貢献に感謝の意を表し、心よりお悔やみ申しあげます。

平
成
二
十
二
年
度
同
窓
会
活
動
報
告

平
成
二
十
二
年

　
四
月
五
日
 
 

会
計
監
査

　
四
月
十
日
　
 

定
期
理
事
会

　
四
月
二
十
三
日
総
会
案
内
状
等
印
刷
作
業

　
五
月
一
日
 
　
総
会
案
内
状
発
送
作
業

　
六
月
五
日
　
　
総
会
準
備
会

　
六
月
十
三
日
　
第
二
十
四
回
総
会
・
懇
親
会

　
七
月
十
七
日
　
総
会
反
省
会

　
九
月
十
八
日
　
師
岡
校
長
先
生
と
の
懇
談
会

　
十
二
月
四
日
　
定
期
理
事
会

平
成
二
十
三
年

　
一
月
二
十
二
日
常
任
理
事
会

　
二
月
五
日
 
　
定
期
理
事
会

　
三
月
十
二
日
　
常
任
理
事
会

そ
の
他

、
諸
学
校
行
事
に
会
長
・
理
事
長
が
参
加

、

開
校
記
念
集
会
で
会
長
が
児
童
・
保
護
者
へ
講
話

を
実
施

。

　

第
二
十
五
回
総
会

　
 
（

二
〇
一
〇
年

）

　
　
　
　
　

概
要
報
告

　
第
二
十
五
回
杉
二
小
同
窓
会
総
会

を
二
〇
一
〇
年
六
月
十
三
日
（

日

）

に

、
母
校
体
育
館
で
師
岡
校
長

、

佐
々
木
副
校
長

、
他
旧
職
員
の
皆
様

を
お
迎
え
し

、
実
施
致
し
ま
し
た

。

 
昭
和
二
十
年
卒
の
松
田
邦
雄
氏
に

よ
る
講
演

「
地
球
温
暖
化
に
よ
る
南

の
蝶
の
北
上

」
が
多
数
参
加
の
児
童

に
も
良
く
理
解
で
き
る
語
り
口
で
行

わ
れ
ま
し
た

。

　
総
会
で
は
諸
議
題
の
審
議
及
び
承

認
が
粛
々
と
行
わ
れ

、
左
記
の
役
員

が
定
期
改
選
さ
れ
ま
し
た

。

　
総
会
後
の
懇
親
会
は
八
十
一
名
の

皆
様
が
参
加

、
各
年
代
ご
と
に
準
備

さ
れ
た
仮
テ
ー
ブ
ル
で
会
食
と
会
話

を
大
い
に
楽
し
み
ま
し
た

。

 
会
場
準
備
に
今
年
も
ウ
ィ
ン
ド
バ

ン
ド
関
連
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
お
母
様
方

、

そ
し
て
Ｐ
Ｔ
Ａ
野
球
部
Ｏ
Ｂ
の
お
父

様
方
の
ご
協
力
を
頂
き
ま
し
た

。

大
変
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た

。

　
旧
職
員
の
百
十
三
名
と
会
員
二
千

二
百
十
一
名
の
方
に
総
会
案
内
・
会

報
を
郵
送
し

、
千
十
六
名
の
方
か
ら

出
欠
返
信
を
頂
き
ま
し
た

。

 

東
京
都
杉
並
区
立

　

杉
並
第
二
小
学
校

　

同
窓
会

　

事
務
局
発
行

第17号
2011年

杉
ニ
小
同
窓
会
報

　　　　　　　　　　　第２６回　同窓会総会開催のお知らせ

　　１．開催日　平成２３年６月１２日（日）

　　２．会　場　杉並第二小学校体育館　（スリッパの用意あり）

　　３．同窓会進行
　　　　-１．開場　１２時
　　　　-２．杉二小ウィンドバンド演奏（校歌斉唱共）　１２時２０分～１２時４５分
　　　　-３．講　演　１３時～１３時４０分
　　　　　　　　　　　　「杉二小と郷土史」　・・・　高橋初男氏(昭１３年卒）
　　　　-４．総　会　１３時４５分～１４時１５分
　　　　　　　　議題(1)平成22年度会務報告
　　　　　　　　　　　(2)平成22年度収支決算報告、会計監査報告
　　　　　　　　　　　(3)平成23年度事業計画（案）
　　　　　　　　　　　(4)平成23年度事業予算（案）
　　　　　　　　　　　(5)その他
　　　　-５．同窓会文庫寄贈式
　　　　-６．懇親会　１４時２０分～１６時
　　　　　　　　会費　4,000円　　（立食形式ですが、テーブル周囲に椅子をご用意）

　　　　本年も恒例の同窓会総会を上記の通り開催いたすことになりました。
　　　旧職員の方々にもご出席いただきます。杉二小ウィンドバンドの皆さんによる
　　　吹奏楽演奏、郷土史家高橋初男氏（昭１３卒）による講演、そして懇親会を
　　　予定しています。
　　　皆々様お誘い合わせの上、ふるってご出席賜りたくご案内申しあげます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　杉並第二小学校同窓会　会長　松田　輝雄

平成２２年度収支決算報告
（自 平成２２年４月１日　至 平成２３年３月３１日）

　
　
　
　
　
母
校
の
庭
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
杉
並
第
二
小
学
校
同
窓
会
　
会
長
　
松
田
　
輝
雄

 
入
学
式
の
私
は
何
の
覚
え
も
無
く

、
卒
業
式
の
思
い
出
も
ハ

ッ
キ
リ
と
は
語

れ
ま
せ
ん

。
　
し
か
し

、
学
校
で
騒
い
だ
こ
と
や

、
放
課
後
に
校
門
前
の
熊
野

神
社
で
遊
び
呆
け
た
時
の
こ
と

、
流
行
の

「
ひ
ば
り

」
が
唄

っ
た
曲
の
思
い
出

。

涙
で
ぶ
つ
か
り
合

っ
た
り

、
笑
顔
で
叫
び
な
が
ら
遊
ん
だ
記
憶
が
今
も
残

っ
て

い
ま
す

。

　
友
達

。
先
生

。
遠
足

。
運
動
会

。
学
芸
会

。
給
食

。
潮
干
狩
り

。
校
庭
で
の

ド

ッ
ジ
ボ
ー
ル
や
陣
取
り
ご

っ
こ

。
目
い

っ
ぱ
い
遊
ん
だ
杉
二
校
舎
の
六
年
間

。

　
卒
業
し
て
か
ら
は

、
ず

っ
と
意
識
の
外
に
あ

っ
た
小
学
校
で
す

。
い
ま

、
あ

の
頃
の
元
気
な
声
を
響
か
せ
て
い
た
母
校
を
思
い
出
し

、
校
庭
ま
で
足
を
延
ば

し
て
み
ま
せ
ん
か

。
生
徒
が
私
た
ち
の
頃
と
同
じ
よ
う
に
楽
し
そ
う
に
走

っ
て

い
る
姿
に
逢
え
る
は
ず

。
廊
下
を
走
る
叫
び
声
は
少
し
も
変

っ
て
い
ま
せ
ん

。

　
そ
の
瞬
間
は
私
た
ち
を

、
あ
の
日
に
戻
す
こ
と
が
出
来
る
は
ず
だ
し

、
あ
の

時
の
友
に
も
き

っ
と
会
え
る
で
し
ょ
う

。

　
学
校
の
庭
に
お
出
で
下
さ
い

。
桜
の
木

、
鉄
棒
が
並
ん
だ
と
こ
ろ

、
田
圃
を

見
て
い
た
庭
先
は

、
す

っ
か
り
新
し
い
校
庭
と
教
室
と
体
育
館
に
姿
を
変
え
ま

し
た

。
私
た
ち
の
頃
に
良
く
や

っ
て
い
た
流
行

っ
た
遊
び
は
何
だ

っ
た
の
か
話

し
合
い
ま
し
ょ
う
か

。

　
六
月
十
二
日

、
日
曜
日

。
元
気
だ

っ
た
あ
の
顔
を

、
お
待
ち
し
ま
す

。

　
ぜ
ひ

、
お
出
で
く
だ
さ
い

。

杉二小同窓会ＨＰ　http://members3.jcom.home.ne.jp/sugi2sho-dosokai/

杉二小ｳｨﾝﾄﾞﾊﾞﾝﾄﾞ演奏

松田会長 同窓会文庫目録贈呈 松田氏講演 講演に聞き入る児童と同窓生

総会進行中の同窓生

校歌斉唱

会長と25年卒の皆さん

盛り上がる31年卒の皆さん

津崎先生・松田講師と21年卒の皆さん

師岡校長先生

バンド演奏、講
演、総会そして
懇親会に参加
された皆様の
お顔に杉二小
時代の面影は？

注：総会関連費用は別途単独決算、詳細を次年度総会時に報告

１．総収支（単位：円）
   区     別 前期繰越金 期中収入 期中支出 次期繰越金
   予     算 1,629,003 111,000 640,000 1,100,003
   決     算 1,629,003 812,414 642,417 1,799,000

２．期中収支（単位：円）

  科         目 予 算 額 決 算 額

   会     費 80,000 177,000

   寄 付 金 30,000 635,000
   雑 収 入 1,000 414
   合       計 111,000 812,414

  科         目 予 算 額 決 算 額

   事 業 費 200,000 179,063

   会 議 費 30,000 22,866
   印 刷 費 20,000 11,084
   事務用品費 10,000 5,069

   通 信 費 330,000 309,375

   雑     費 20,000 40,280

   予 備 費 30,000 74,680

   合       計 640,000 642,417

  繰越金増加額 0 169,997
  繰越金減少額 529,000 0

支 出 の 部

利息414

                      繰 越 金 の 部

      摘        要
会報代金50,000、図書代金99,063、

講演謝礼30,000

新卒業生89名および既卒業生88名から

頂きました。

247名さまから頂きました。

      摘        要

収 入 の 部

総会案内 2,323通発送(171,185)

返信用葉書(2400x50)

懇親会費用赤字補填金74,680

運動会祝金10,000

郵便局払込手数料30,280
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本校舎 新校舎

体育館 須賀神社

田端神社 尾崎熊野神社 成宗白山神社

 

杉
二
小
Ｉ
Ｔ
教
育
の
現
状

 
同
窓
会
文
庫
書
籍
寄
贈
が
本
会
主
要

活
動
の
一
つ
で
す

。
　
一
方

、
活
字
離

れ
が
顕
著
と
な
り

、
重
要
事
項
詳
細
は

「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
！

」
と
い
う

社
会
の
現
状

。
　
杉
二
小
の
I
T
対
応

に
つ
い
て
お
聞
き
し
て
み
ま
し
た

。

　
師
岡
校
長
先
生
よ
り
次
の
コ
メ
ン
ト

を
頂
戴
し
て
い
ま
す

。

 
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

。

 

「
杉
二
小
に
お
け
る
Ｉ
Ｔ
教
育
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
た
い
こ
と
は

、
教
員

側
の
活
用
と
児
童
側
の
活
用
の
二
点
あ

り
ま
す

。
ま
ず
は
指
導
者
側
で
あ
る
教

員
に
お
け
る
Ｉ
Ｔ
活
用
で
す

。
杉
並
区

で
は
全
小
中
学
校
に
お
い
て
教
員
一
人

に
一
台
ず
つ
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
が
付
与

さ
れ
て
い
ま
す

。
 
こ
の
ノ
ー
ト
パ
ソ

コ
ン
を
利
用
し

、
成
績
管
理
は
も
ち
ろ

ん
授
業
計
画
等
す
べ
て
の
業
務
を
実
施

し
て
お
り
ま
す

。
 

当
然
な
が
ら
こ
の

ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
に
は
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ

ー
が
施
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で

、
教
員

が
個
人
情
報
を
も
ち
か
え
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん

。

 
ま
た

、
教
室
で
利
用
で
き
る
イ
ン
タ

ー
ネ

ッ
ト
に
接
続
で
き
る
パ
ソ
コ
ン
が

各
学
級
に
一
台
あ
り
ま
す
の
で
授
業
内

容
に
よ

っ
て
は
パ
ソ
コ
ン
を
利
用
し
た

授
業
を
実
施
し
て
い
ま
す

。
　
ま
た

、

そ
れ
以
外
に
パ
ソ
コ
ン
室
に
は
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
が
四
十
一
台
設
置
さ
れ
て
い
ま

す

。

 
児
童
の
Ｉ
Ｔ
活
用
で
す
が

、
一
年
生

か
ら
六
年
生
ま
で
年
間
指
導
計
画
に
則

り

、
自
ら
の
ス
キ
ル
と
と
も
に

、
情
報

活
用
能
力
を
高
め
て
い
ま
す

。

 
特
に
情
報
化
社
会
の
現
代
で
は

、
利

用
に
お
け
る
マ
ナ
ー
を
し

っ
か
り
子
供

た
ち
に
指
導
し
定
着
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す

。

」

 

 

　　　　　南北バス「すぎ丸」案内

　　　 阿佐ヶ谷～浜田山」間を 双方向共
　　　１５分間隔で運 行しています。

　 　　　杉ニ小前のバス停
　　　　　・浜田山行き：　　　「杉ニ小前」
　　　　　・阿佐ヶ谷行き：　　「三年坂」

今年も多くの方々からの寄付に感謝！　　平成22年度寄付者芳名(2010年4月1日～2011年3月31日)
　終身会費納入は一度のみです！

　年会費制ではありません。
　重複納入の方は寄付金として扱わせて
　頂いております。

　　【郵便振替】
　　　００１６０－０－１８０２４０
　　　東京都杉並区立
　　　杉並第二小学校同窓会

　　【銀行口座】
　　　みずほ銀行阿佐ヶ谷支店
　　　普通貯金　５９３２４１
　　　杉並第二小学校同窓会

 
 
 
 
　
　
　
　

平
成
二
十
三
年
度
は
二
十
学
級
に
な
り
ま
す

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　
　
　
　
　
　
杉
並
第
二
小
学
校
　
校
長
　
師
岡
　
孝
明

 
一
年
が
過
ぎ
る
の
は
と
て
も
早
い
も
の
で
す

。
先
日
入
学
を
迎
え
た
一
年
生
は
こ
の
四
月
に
は
二
年
生
と
な
り
新
一
年
生

を
迎
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

。
日
頃
か
ら
杉
二
小
同
窓
会
の
皆
様
方
に
は

、
様
々
な
面
で
御
支
援
を
賜
り
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す

。

　
さ
て

、
私
が
こ
の
杉
並
第
二
小
学
校
に
赴
任
し
た
一
昨
年
度
の
学
校
規
模
は
十
七
学
級
で
し
た

。
昨
年
度
は
十
九
学
級

。

そ
し
て
今
年
度
は
二
十
学
級
と
な
り
ま
し
た

。
現
在
児
童
数
は
六
百
名
を
超
え
て
お
り
ま
す

。
も
ち
ろ
ん
昔
は
そ
の
何
倍
も

の
児
童
が
在
籍
し
て
い
た
こ
と
は
存
じ
て
お
り
ま
す
が

、
最
近
の
児
童
数
増
加
は

、
教
育
活
動
の
活
性
化
と
と
も
に
大
変
嬉

し
く
思

っ
て
お
り
ま
す

。

　
ま
た

、
昨
年
度
か
ら
二
月
三
日
の
開
校
記
念
日
を
授
業
日
と
し
て

、

「
開
校
記
念
集
会

」
を
開
催
し
て
お
り
ま
す

。
第
一

回
目
に
は

、
松
田
輝
雄
同
窓
会
長
に
来
校
い
た
だ
き

、
当
時
の
杉
二
小
の
様
子
を
子
供
た
ち
に
向
け
て
話
し
て
い
た
だ
く
と

と
も
に

、
時
間
を
ず
ら
し
て
保
護
者
に
向
け
て
も
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た

。
今
年
度
以
降
も

、
開
校
記
念
集
会
で
様
々
な

方
か
ら
お
話
を
い
た
だ
く
計
画
で
す

。

　
最
後
に

、
今
年
度
か
ら
学
習
指
導
要
領
が
完
全
実
施
と
な
り
ま
し
た

。
知
識
を
詰
め
込
む
の
で
な
く

、
体
験
等
を
活
用
し

た
授
業
構
築
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す

。
杉
二
小
の
学
校
環
境
は
こ
の
理
念
に
沿

っ
た
う

っ
て
つ
け
の
教
育
の
場
所
で
あ
る
と

私
は
考
え
て
お
り
ま
す

。
是
非
と
も
今
後
と
も
同
窓
会
の
皆
様
の
御
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す

。

杉二小同窓会ＨＰ　http://members3.jcom.home.ne.jp/sugi2sho-dosokai/

時代と共に
進化する杉二小

と
昔の面影が残る

周囲環境

　
　
会
員
短
信
（
敬
称
略

）

　
　
　
（

第
二
十
五
回
総
会
案
内
へ
の
返
信
よ
り

）

宮
崎
（

新
井

）
信
子
　
昭
十
三
年
卒

　
海
外
は
ス
ト

ッ
プ

、
コ
ン
サ
ー
ト

、
サ
ー
ク
ル

、

友
人
の
個
展

、
毎
日
の
様
に
都
心
に
出
か
け
て
お
り

ま
す

。
鎌
倉
彫
は
二
十
年
以
上
続
け
て
い
ま
す

。

藤
沼
智
弘
　
昭
十
五
年
卒

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
半
分

、
趣
味
半
分
の
暮
ら
し
で

、

健
康
上
も
大
き
な
問
題
は
な
く
過
ご
し
て
お
り
ま
す

。

本
橋
益
忠
　
昭
十
七
年
卒

　
天
璋
院
徳
川
宗
家

(

公
爵

)

の
資
料
の
研
究
を
し

て
お
り
ま
す

。
祖
父
が
徳
川
宗
家
へ
勤
め
て
お
り
ま

し
た

。
又
他
に
も
坂
本
竜
馬
・
岩
崎
弥
太
郎

(

三
菱

財
閥

）
の
資
料
も
研
究
し
て
お
り
ま
す

。

岡
野
（

豊
田

）
純
子
　
昭
二
十
年
卒

　
年
齢
相
応
の
健
康
を
大
切
に
日
々
勤
し
ん
で
お
り

ま
す

。
お
蔭
様
で
孫
二
人
現
在
母
校
杉
二
通
学

、
感

謝
し
て
ま
す

。

小
原
紹
一
郎
　
昭
二
十
五
年
卒

　
勤
め
て
い
る
美
術
館
の
年
末
の
企
画
展

「
日
本
人

の
自
然
観

」
の
た
め

、
ボ
ケ

、
ヒ
マ
も
な
く
忙
し
く

過
し
て
い
ま
す

。

末
澤
秀
明
　
昭
二
十
七
年
卒

　
元
気
で
す

。
合
気
道
文
武
館
道
場
開
設
し
今
年
で

二
十
九
年

、
地
域
の
子
供
達
と
週
三
回
稽
古
に
励
ん

で
お
り
ま
す

。

大
林
（

吉
田

）
恭
子
　
昭
二
十
九
年
卒

　
荻
窪
か
ら
阿
佐
ヶ
谷
の
辺
り
を
よ
く
自
転
車
で
走

り
ま
す

。
善
福
寺
川

、
成
宗
田
ん
ぼ

、
道
草
を
く

っ

た
あ
の
道
こ
の
道
な
つ
か
し
く
思
い
出
し
て

雁
部
（

鶴
見

）
輝
子
　
昭
三
十
年
卒

　
第
二
歌
集

「
葱
嶺
秋
天

」
を
上
梓
い
た
し
ま
し
た

。

堤
一
男
　
昭
三
十
一
年
卒

　
西
田
町
会
会
長
と
し
て
元
気
に
や

っ
て
い
ま
す

。

渡
會
（

仙
任

）
寿
子
　
昭
三
十
三
年
卒

　
ニ

ュ
ー
タ
ウ
ン
開
発
を
の
が
れ
た
多
摩
丘
陵
の
雑

木
林
や
谷
戸
で
建
気
な
野
草

、
昆
虫

、
野
鳥
と
の
季

節
感
あ
る
れ
る
出
逢
い
を
楽
し
ん
で
い
ま
す

。
米
づ

く
り
の
原
風
景
は
成
宗
の
田
ん
ぼ
辺
り
で
し
ょ
う
か

。

小
堺
健
一
郎
　
昭
三
十
四
年
卒

 
ジ
ャ
ズ
と
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
タ
ン
ゴ
に
は
ま
り

、
毎

夜
忙
し
く
し
て
い
ま
す

。

彦
根
　
知
子
　
昭
三
十
六
年
卒

　
桜
の
頃

、
杉
二
小
の
校
庭
に
あ

っ
た
大
き
な
さ
く

ら
を
思
い
出
し
ま
す

。

村
野
明
　
昭
三
十
七
年
卒

　
六
十
才
で
定
年
退
職
し

、
資
格
を
活
か
し
た
勉
強

会
と
ゆ
う
ゆ
う
荻
窪
で
の
新
し
い
出
会
を
求
め
交
友

を
広
め
て
い
ま
す

。

山
口
（

竹
下

）
奈
保
子
　
昭
四
十
一
年
卒

　
ま
だ
自
然
が
い

っ
ぱ
い
で
の
ど
か
だ

っ
た
杉
二
小

で
す
ご
し
た
日
々
は
私
の
中
の
宝
も
の
で
す

。
こ
れ

か
ら
の
人
生
も
の
ん
び
り
と
い
き
た
い
で
す

。

昭 8年卒 昭16年卒 昭19年卒 昭23年卒 昭25年卒 昭27年卒 昭31年卒 昭34年卒

武井 寛 様 志賀 昭夫 様 高橋 麗子 様 相良 禎二郎 様 笠井 水江 様 末澤 秀明 様 高野 秀夫 様 桐村 則子 様
本橋 保正 様 清水 不二 様 沼尻 浩造 様 佐々木 淳子 様 神田 嘉良子 様 田川 孝夫 様 堀 一郎 様 清水 淳子 様

昭 9年卒 菅野 つる子 様 昭20年卒 佐々木 則夫 様 鴻巣 喬 様 松田 輝雄 様 水本 祥子 様 白井 恒 様

廣川 浩 様 津曲 和子 様 市川 善男 様 高橋 清 様 小島 光子 様 南  秀郎 様 吉田 宣昭 様 長岡 正晃 様
昭10年卒 中井 資員 様 下原 吹江 様 高橋 俊雄 様 近藤 正彦 様 宗澤 昭子 様 若村 愛子 様 成澤 裕子 様

遠藤 幸雄 様 松岡 明 様 松田 邦雄 様 田中 清志 様 杉浦 茂雄 様 昭28年卒 昭32年卒 山田 清志 様
戸谷 信之助 様 丸尾 さと子 様 宮澤 昭子 様 角田 幸子 様 瀬尾 行弘 様 岩本 貴美子 様 稲垣 弘一 様 昭35年卒

昭11年卒 簗田 長世 様 山北 徹 様 刀祢 恭男 様 高宮 紀夫 様 黒田 元子 様 笹森 博之 様 小林 恭子 様

井筒 満子 様 小張　ゑみ子 様 昭21年卒 永井 茂實 様 高村 靖夫様 千田 亀佐子 様 杉山 節子 様 佐々木 和子 様
犬田 章 様 昭17年卒 有馬 龍夫 様 長島 俊子 様 寺田 美津子 様 鍋田 雅子 様 田内 美智 様 椿 美枝子 様

桂島 てい 様 山本 保 様 大場 サワ子 様 中島 正儀 様 長塩 征生 様 信國 祐介 様 瀧澤 幸枝 様 仲尾 美智子 様
田宮 由道 様 昭18年卒 蕪山 美津子 様 西村 キミ 様 西内 久典 様 秦 由美子 様 田林 小百合 様 福岡 ヤエ子 様

昭12年卒 青木 繁夫 様 北林 迪男 様 沼田 多弘 様 樋口 英夫 様 藤澤 雅晴 様 藤掛 義彦 様 門馬 うめ代 様
福田 光一 様 浅見 千鶴子 様 小沼 陽子 様 比屋根 博子 様 本田 澄子 様 船木 晃一 様 松浦 昇 様 昭36年卒
本橋 喜一 様 朝見 久豊 様 小林 暁子 様 昭24年卒 前田 シズ江 様 昭29年卒 三上 正利 様 篠原 明 様

昭13年卒 遠藤 覚 様 佐藤 政彦 様 今井 春乃 様 森山 耕作 様 石澤 勲 様 山本 佳子 様 昭37年卒
五十嵐 寛 様 大場 昌弘 様 清水 正陽 様 岩田 晴義 様 山田 セツ子 様 鈴木 治子 様 渡邊 純夫 様 小泉 紀与子 様

小木曾 美知子 様 岡田 成一 様 園田 耕造 様 内田 一義 様 渡邊 勝 様 関 妙子 様 昭33年卒 橘 國太郎 様
鈴木 哲 様 折戸 利夫 様 武井 功子 様 河鍋 翯 様 昭26年卒 出渕 蕙介 様 熊谷 尚也 様 平田 為代子 様
増山 清初 様 北村 俊子 様 長谷川 美惠子 様 坂井 幸子 様 及部 信子 様 平野 岳毅 様 佐々木 アイ子 様 村野 明 様

谷津 俊一 様 國井 成子 様 廣瀬 三代子 様 進士 芙美子 様 片山 普門 様 平野 實 様 嶋  征一 様 渡辺 愛子 様
昭14年卒 倉持 実 様 森  榮 様 仙任 宏 様 勝村 克子 様 昭30年卒 髙岡 光子 様 昭38年卒

野村 和子 様 宍倉 春雪 様 昭22年卒 鎮西 徹 様 川上 達夫 様 川野 英毅 様 高橋 美代子 様 幸田 恵美子 様
八太 正武 様 鈴木 直子 様 有元 博之 様 新津 充子 様 川久保 十士雄 様 小林 誠 様 田中 宏明 様 昭39年卒

村山 千枝子 様 中野 了 様 岡本 節 様 本橋 勇 様 塩澤 克彦 様 辻  毅 様 中村 立雄 様 犬丸 茂樹 様
昭15年卒 橋本 幸信 様 桜井 澄子 様 吉田 泰造 様 田所 高子 様 富田 道子 様 水上 洋子 様 齊藤 雅樹 様

氏井 住子 様 星 節子 様 佐藤 熊男 様 昭25年卒 富瀬 泉 様 中村 喜一 様 森 律子 様 昭40年卒

岡田 玲子 様 増田 八重子 様 高橋 妙子 様 足立 光彦 様 長井 達雄 様 平野 純子 様 森田 一彦 様 岩井 孝寿 様
輿 貴美子 様 眞鍋 孝子 様 古谷 宏子 様 安藤 富男 様 三木 健義 様 藤井 眞人 様 渡邊 一枝 様 昭41年卒

近藤 謙造 様 本橋 栄一 様 昭23年卒 池内 光子 様 昭27年卒 松本 修 様 渡會 壽子 様 熊澤 寛子 様
堂嶋 良昭 様 渡邊 光江 様 岩村 吉晃 様 石崎 萬里 様 今野 丈子 様 昭31年卒 昭34年卒 佐々木 珠乃 様
内藤 忠謙 様 昭19年卒 蕪山 喜義 様 伊東 照雄 様 大友 恵子 様 東 彰男 様 石川 良雄 様 森川 尚一 様

吉澤 和夫 様 綾部 玲子 様 倉林 幹彦 様 岩崎 信雄 様 小林 良紀 様 市川 源也 様 泉 英二 様 昭42年卒
昭16年卒 五十嵐 篤 様 近藤 美智子 様 宇都 千勢子 様 坂  晃 様 川崎 浩子 様 牛田 和宣 様 中林 政代 様

里見 俊子 様 梶沼 文子 様 斉藤 孝男 様 大竹 恭子 様 志田 美奈子 様 國行 徹男 様 恩田 望 様 深山 治久 様


